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寄
よそもん

添者とは、「人」に「町」に「心」に寄り添いたい者という意味です。

　芦屋町地域おこし協力隊卒業後
の寄添者コーナー。今年度は、芦屋
町に魅せられ引き寄せられた皆さ
んに、寄添者視点からの魅力などを
うかがっていきます。

▽ �問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３局３５６９）

△アクアシアンオープン前の準備

芦屋の海を護
まも

るライフセーバー
　芦屋海水浴場と芦屋海浜公園内のレジャープールアクアシ
アンを拠点に、水難救助活動や水難事故を未然に防ぐ啓発活
動を行っている玄海ライフセービングクラブ（1999 年設立）
に発足当初から所属していたライフセーバーの前田勇人さん
を紹介します。
　前田さんは、夏季の海水浴の期間中、芦屋町に来て、水難事
故から人々を助ける活動をしてきました。10年が経過した頃、
とうとう芦屋町に生活の拠点を移してきた寄添者です。

大事なのは正義感と熱意、コミュニケーション能力
　今まで水難事故などで人命救助をしてきた事例の１件１件が、
性別や年齢、症状や天候などさまざまで、毎回、状況に合った
瞬時の判断と手技を正確にしなければなりません。命に関わる
重大な事故に使命感を持って臨んでこられたのは、「正義感と熱
意が原動力」と語ります。救急搬送された後に「助かったよ」「あ
りがとう」という声が次のエネルギーとなり、自分のやりがい
につながっていくとも話してくれました。
　ライフセーバーにとってもう一つ大切なのは、重大な事故・
事件に至らないようにすること。大勢の人の中から危険行為や
飲酒行為などを見つけだし、楽しんでいる人の気持ちを考慮し
ながら声かけをします。事故・事件を未然に防ぐためにコミュ
ニケーション能力の重要性を感じてきたそうです。

自分が芦屋町にできること
　「ライフセーバーとして、芦屋町と関わった 20 年間は、人生
に非常にプラスになった。ここに居させてもらって、成長させ
てもらっている環境が、自分にマッチした町なんだと思ってい
る」と前田さん。昨年から、芦屋町観光協会で仕事も始められ、
今後も、後継者育成や海辺の安全・安心を追求し、自分が芦屋
町にできることをしていきたいと意欲を示されました。

前田勇人さん（芦屋町観光協会）

△水難救助デモンストレーション

△海の安全安心のために活動する仲間
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６
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